
様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）
（第１面）

特別管理産業廃棄物処理計画書

令和 5 年 6 月 日

（あて先）　姫路市長

提出者
　住　所 姫路市網干区新在家１２３９

　氏　名　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）
　　　株式会社ダイセル姫路製造所網干工場
　　　工場長　　本田　公映

　電話番号
　　　０７９－２７３－７０６１

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事　　業　　場　　の　　名　　称

事　 業　 場　 の　 所　 在　 地

計　　　　画　　　　期　　　　間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本工業規格　Ａ列４番）

株式会社ダイセル姫路製造所網干工場

姫路市網干区新在家１２３９

２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日

①　事　業　の　種　類 化学工業（１６３９）

④　特別管理産業廃棄物の
　　一連の処理の工程

詳細別紙参照

②　事　業　の　規　模 資本金：36,275,440千円　　製品出荷額：70,734,000千円

③　従　  業　  員    数 860人



（第２面）

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

工場長

　 産業廃棄物処理責任者
特別管理産業廃棄物管理責任者

各部門 産業廃棄物処理施設技術管理者

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

4 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

②計画

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　　特になし

特になし

①現状

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　　特になし

　【目　　標】

排　　　出　　　量

　【前年度（令和

安全環境部

（今後実施する予定の取組）


（管理体制図）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

排　　　出　　　量 80

廃油の処理を焼却からエマルジョン化に変更
（これまでに実施した取組）

特別管理産業廃棄物の種類



（第３面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

4 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

4 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

②計画

　【目　　標】

特別管理産業廃棄物の種類 - -

自ら熱回収を行う特別管
理産業廃棄物の量 -

（今後実施する予定の取組）
　　特になし

-

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量 - -

①現状

自ら中間処理により減量した
特別管理産業廃棄物の量

-

自ら熱回収を行った特別
管理産業廃棄物の量 - -

特別管理産業廃棄物の種類 -

-

　【前年度（令和

-

（これまでに実施した取組）
　　特になし

②計画

　【目　　標】

特別管理産業廃棄物の種類 -

（今後実施する予定の取組）

　　特になし

-

自ら再生利用を行う特別
管理産業廃棄物の量 - -

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 -

（これまでに実施した取組）

　　特になし

-

自ら再生利用を行った特
別管理産業廃棄物の量 - -

　【前年度（令和



（第４面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

4 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

4 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

再生利用業者への
処理委託量

0 0

0
認定熱回収業者へ

の処理委託量
86

-

②計画

　【目　　標】

特別管理産業廃棄物の種類 -

（今後実施する予定の取組）

自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の

量
-

　　特になし

-

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 廃油

優良認定処理業者
への処理委託量

127

特になし

全処理委託量 10

　【前年度（令和

廃酸

（これまでに実施した取組）

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

41 10

127

0

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 -

（これまでに実施した取組）
　　特になし

　【前年度（令和

-

-
自ら埋立処分を行った
特別管理産業廃棄物の

量
-



（第５面）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

※事務処理欄

0

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

50 10

②計画

　【目　標】

認定熱回収業者へ
の処理委託量

90

0 0

優良認定処理業者
への処理委託量

140

（今後実施する予定の取組）
　　特になし

0

再生利用業者への
処理委託量

廃酸

全処理委託量 140 10

特別管理産業廃棄物の種類 廃油



（第６面）

　備考

1 　前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が５０トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

2 　当該年度の６月30日までに提出すること。

3 　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

（１） ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

（２） ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成
　工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規模
　が分かるような前年度の実績を記入すること。

（３） ④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が
　終了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ
　と。

4 　「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ご
とに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産業廃棄物
の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入す
ること。

5 　「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ご
とに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄物に該当しな
くなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

6 　「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、
全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する
法律施行令第６条の14第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱
回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である
処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への
焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

7 　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と
記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業廃棄物の種類が
３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記
入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

8 　※欄は記入しないこと。



産業廃棄物の発生及び処理工程  
(1/5)

酢酸
ポップコーン 酢エチ
(汚泥) ベンゼン

水 (外部委託)
酢酸綿
炭化物

酢酸
炭化物(汚泥) 無酢
綿粕（汚泥） 炭化物

(外部委託)

ＡＲ残渣固化物(汚泥) 希酢酸
ＡＲ残渣液体(廃油) 溶剤

(外部委託)

沈降綿(汚泥)
不良綿（汚泥）
コレクター綿（汚泥）
酢綿清掃屑（汚泥） (外部委託)

除液

中和滓(汚泥)

(外部委託)

(2/5)

石炭灰(煤塵)
(ﾌﾗｲｱｯｼｭ)

(外部委託)

石炭灰(燃殻)
(ﾎﾞﾄﾑｱｯｼｭ)
ボイラースラッジ（汚泥）

(外部委託)

カーボン(汚泥)

(外部委託)

珪藻土(汚泥)
濾過濾材（廃プラスチック）
可燃性廃プラＦ（廃プラスチック）

アセトン廃液(廃油）

 (外部委託)

凝沈汚泥(汚泥)
原水汚泥（汚泥）
担体汚泥（汚泥）

処理工程生 産 及 び 発 生 工 程 名称／分類

名称／分類 生 産 及 び 発 生 工 程 処理工程

酢酸回収
各ﾌﾟﾗﾝﾄ残
渣

ＷＦＥ 加熱管

ｻｲｸﾛﾝ ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ#6脱水塔

ｺﾆｰﾀﾞｰ処理
固型物粉砕

中和槽

ポップコーン

トラック

焼 却(焼却灰再生利用)

Y6A,Y7A,Y8A
蒸発缶AA-G

ブローダウン
YA#105
蒸発器

ｺﾝﾃﾞﾝｻ

炭化物・綿粕

製品タンク

トラック 焼却

抽出塔 ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀｰ 脱水塔 ＃７７ ＡＲ残渣 トラック 焼 却(焼却灰再生利用)

ロ
ー
ル
パ
ル
プ

解
綿
機

前
処
理
機

酢
化
機

熟
成
槽

沈
殿
機

除
酸
機

洗
浄
槽

脱
水
機

乾
燥
機

サ
イ
ロ

製
品

沈降槽 沈降綿

トラック

混練・焼 却(焼却灰再生利

焼 却トラック

凝沈汚泥 焼 却(焼却灰再生利用)

石
炭
サ
イ
ロ

ＮＨ3 気化器

ボ
イ
ラ
ー

脱
硝
反
応
器

電
気
集
塵
機

吸
収
塔

酸
化
塔

フ
ィ
ル
タ
ー

煙突

総
合
排
水

ﾌﾗｲｱｯｼｭｻｲﾛ

水封ｺﾝﾍﾞｱ ﾎﾞﾄﾑｱｯｼｭｻｲﾛ

セメント原材料再利用

トラック
混練・焼却

(セメント原材料再利用)

ガス化炉
発生ガス
ボイラー

スクラバー
スラリー
水タンク フィルタープレス

カーボン

トラック
焼却

(焼却灰再生利用)

酢
酸
綿

濾過濾材

溶
解

一
次
濾
過

混
合

溶剤

二
次
濾
過

脱
泡

紡
糸

捲
縮

乾
燥

梱
包

製
品

珪藻土

トラック
焼却

(焼却灰再生利用)

酸化ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ

希酢酸

凝集剤

反
応
槽

脱
水
機

中和滓

調
整
槽

タ
ン
ク

不良綿ｺﾚｸﾀｰ綿・酢綿清掃屑

発酵（堆肥化)

発酵（堆肥化)

可燃性廃プラ（Ｆ）

アセトン廃液

凝集沈殿処理 フィルタープレス

袋詰め

トラック 混練・焼却・発酵（肥料化）

活性処理 乾燥

トラック
肥料（売却）

原水

フィルタープレス

ジェットパック車

各部門



　 　
(3/5)

ＣＭＣ廃綿(汚泥)

 (外部委託)

ＨＥＣ廃液(廃油） 溶剤
　 ◎苛性Ｎａ

 (外部委託)

ｱｾﾄﾝ

  ◎T-BuOH

セリッシュ廃綿(汚泥)
　

 (外部委託)

(4/5)

可燃物（廃プラスチック）
廃フレコンバッグ（廃プラスチック）

ヨウ素袋（廃プラスチック）
蛍光灯（ガラス・金属・汚泥）  (外部委託)

廃保温材・不燃性廃プラ
(廃プラスチック)

　  (外部委託)

混合物（廃プラスチック・金属）
金属屑（金属）

 (外部委託)

一般雑木（木くず）
木製パレット（木くず）

 (外部委託)

廃試薬品
塩化メチレン、砒素廃液
重クロム酸廃液  (外部委託)

廃ＰＣＢ、ＰＣＢ汚染物
（ＰＣＢ）

 (外部委託)

ＡＣＥ－Ｂ廃液（廃油）
　

 (外部委託)

ｱｾﾄﾝ

処理工程

名称／分類 生 産 及 び 発 生 工 程 処理工程

名称／分類 生 産 及 び 発 生 工 程 

製
品

湿
式

破
砕
機

反
応
槽

中
間
槽

脱
液

乾
燥

粉
砕

サ
イ
ロ

廃綿

トラック

粉
砕
機

反
応
槽

反
応
槽

反
応
脱
液
機

洗
浄
槽

精
製
脱
液
機

乾
燥
機

製
品
粉
砕
機

袋
詰

蒸留塔 蒸留塔 廃液タンク

ローリー車 焼 却

トラック 選別・破砕・焼却・再生利用

トラック 選別・埋立各製造部門の工事

トラック 選別・埋立

トラック 破砕・再生利用

ﾊﾟ
ﾙ
ﾌﾟ

破
砕

Ｍ
Ｆ
化

殺
菌

包
装

製
品

セリッシュ廃綿

トラック

検査・開発部門
トラック 焼 却

セメント原材料再利用

セメント原材料再利用

各部門

各部門

各部門

各部門
トラック 焼 却

トラック 燃料化 他D-
640
缶

Ｔ
7
0
0

廃
液
タ
ン
ク

ローリー

D-
54
0
第
2

D-
510
留
出

D-
53
0



(5/5)

酢酸
石炭スラグ 酢エチ
（燃え殻） ベンゼン

水 (外部委託)
酢酸綿
炭化物

酢酸
ＭＡＣーＣ汚泥 無酢
（汚泥） 炭化物

(外部委託)

石炭スラリー（汚泥）
　

 (外部委託)

名称／分類 生 産 及 び 発 生 工 程 処理工程

コンベ

ア

トラック セメント原材料再利用

石炭

サイロ

水

湿式粉砕機

（石炭ミル）

スラリー

タンク

ピット 石炭スラリー

（廃棄）

ガス化炉

フラッシュ セトラー

コンベア スラグヤードロック

フィルター

トラック 焼 却(焼却灰再生利用）

トラック

スラグ スラグ

スラグ（細）

焼 却(焼却灰再生利用）ガス化炉 フラッシュ セトラー タンク 排水前
汚泥

（脱水）


